
令和４年度第１回高知マリンイノベーション運営協議会

会 議 次 第

日時：令和 4年 7月 14日（木）10:00～12:00
場所：オンライン会議

１ 開 会 10:00～

２ 水産振興部長挨拶

３ 議 事 10:10～

（１）操業効率化支援ツールの開発について

（２）全体質疑

（３）その他

４ 閉 会
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漁船漁業のスマート化
Project Team
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（１）操業効率化支援ツールの概要（おさらい）

（２）ツールの開発状況について

（３）漁業者の評価について

（４）今後のツール開発の方向性について

本日の流れ
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漁船漁業のスマート化
Project Team 操業効率化支援ツールの開発について（概要）

概 要
　漁業者が頭の中で感覚的に行っている利益計算を、漁獲データ、燃油費、餌代など様々なデータから利益を可視化するツールを開発
　漁業者の出漁時に参考となるデータを提示することで、出漁判断のサポートを行い、採算性の高い操業を実現

現 状

十分な利益が出ない場合も利益の算出が難しい

●資源管理（水産庁）
　2030年までに2010年程度の漁獲量まで回復

●脱炭素（環境省）
2050年カーボンニュートラルの達成

●みどりの食料システム戦略（農林水産省）
　食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立

課 題

「利益」という判断へのシフト
限られた漁獲でも

利益を出せる経営への転換

変動要因が多く、感覚で捉えることが難しい利益の算出を、デジタル技術を活用して可視化することで、
漁業者の出漁等の判断をサポートする操業効率化支援ツールを開発

対 策

資源の持続性 グリーン化

●SDGｓ
　海洋資源の持続可能な利用
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より多く釣ることを判断基準
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売上 コスト



漁船漁業のスマート化
Project Team ツール開発の背景：高知県の主要漁業種の現状と経営力向上に向けた取組

対 策

51

高知県の海面漁業
生産量に占める割合（H30）

高知県の沿岸漁船漁業
生産量に占める割合（R1）

% 41%

H30S49 漁獲量推移 R1H20 漁獲量推移

-52%　 -27%　

経営力のさらなる向上に向けた事業戦略の策定と実行を支援（県委託事業）

漁獲量の減少や人手不足、原油価格の高騰など漁業を取り巻く環境は厳しくなっている

R3 R4 R5 R6 R7～
かつお一本釣り漁

まぐろ延縄漁業

定置網漁業

5経営体

4経営体

3経営体

対　　象 支援対象

策定支援

策定支援

実行支援 事業者による実行

実行支援 事業者による実行

高知県

関係漁協 コンサル
経営目標達成にむけた

事業戦略

【取組例】
○ 操業期間の見直し
○ 販路拡大
○ 新規事業への参入
○ 餌の安定確保
○ 代船建造　　　・・・など

支援体制

現 状 かつお・まぐろ漁業 定置網漁業
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漁船漁業のスマート化
Project Team 経営力を向上させるために必要なことと、今後の取組の方向性

■かつお船が移動した航跡（イメージ）

事業戦略のなかで利益計算をフォロー

燃油費

船員給与・配当

餌料費

外国人研修費

船員保険料

役員報酬

市場手数料

雑費

食費

減価償却費

法定福利費

交通費

福利厚生費

・ 必要な情報を入力すると、操業の参考になるデータを提示
・ 県DBなどから市況や過去の操業データを取り込んで、自動計算

現　　在

・ 過去の操業の利益を算出できる試算式を表計算ソフト上で作成

これから 漁業者が漁業現場で使用できるアプリケーションを開発

■カツオ船の経費内訳（イメージ）

本質的に漁業経営力を強
化するためには、操業単位
で利益を上げていく体質へ
転換することが重要

ポイント
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A：遠くにいる大きな魚群

B：近くにいる小さな魚群

Ｂがオススメ!!
（利益：B＞A）

【例】かつお一本釣り漁業 【例】定置網漁業

9:00に出漁すると
利益が最大!!

漁獲：少　　魚価：高　　燃油費：少

漁獲：多　　魚価：安　　燃油費：多

・ICTブイ（高性能魚探）により定置
網の中の魚をリアルタイムにモニタリング
・魚種、サイズなどを識別

・ 漁場位置
・ 水揚港
・ 移動船速
・ 原油価格　…

・ 水揚金額
・ 水揚数量
・ 魚種/規格
・ 鮮度　…

・ 資源来遊量
・ 漁場位置
・ 定置入網量
・ 逃避率　…

・ 水温
・ 塩分
・ 潮流/潮向
・ プランクトン量…

利益シミュレーションモデル 漁獲予測モデル

操業効率化
支援ツール

漁船漁業のスマート化
Project Team

操業効率化支援ツールを構成する2つのモデルと
ツールのアウトプットのイメージ

高性能魚群探知機

収入
・ 給与
・ 配当
・ 船員数
・ 技能実習生…

・ 魚種
・ 購入数量
・ 使用量
・ 活餌生残率…

利益

人件費燃油費 餌料費売上情報

・・・

環境情報 資源情報

≪操業効率化支援ツール≫
○ 両モデルを連携させ、「漁獲予測モデル」から出力される予想値をパラメータとして、「利益シミュレーションモデル」で利益試算
○ 数ある操業条件の中から、利益が最大となるような最適な操業条件を漁業者に提示し、採算性の高い操業の実現をサポート

コスト
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約6,500万円
＋事務費

1年目（R4） 2年目
（R5）

3年目
（R6）

4年目
（R7） 5年目（R8）

定
置
網
漁
業

利益
シミュレーション

操業データの取得・蓄積

資源・環境データの取得・蓄積・解析漁獲予測

操業効率化支援ツール
運用開始・精度向上

アプリ版
運用開始

利益
シミュレーション アプリ版の開発

操業データの取得・蓄積

簡易版の開発

他の漁業種類への展開を検討

※Ｒ４年度中に精査

1,099万円＋事務費

R5～R8総事業費：約28,500万円＋事務費

想定事業費

漁獲予測 資源・環境データの取得・蓄積・解析

〔ICTブイを活用して網の中を可視化し、漁獲物を金額に換算
することで利益シミュレーションモデルにデータを反映させる〕

か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業

表計算ソフトを活用した
簡易版の開発

　アプリ化・高度化（ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの向上、
　市況等の自動反映、漁獲予測ﾓﾃﾞﾙとの連動）

アプリ版の開発 アプリ版　運用開始
操業効率化支援ツール
運用開始・精度向上

連動

連動

簡易版　運用開始

簡易版の開発 簡易版　運用開始

STEP１ STEP２

操業データの取得・蓄積

操業データの取得・蓄積

・漁業者が運用、改善効果の把握

・漁業者が運用、改善効果の把握

約6,500万円
＋事務費

約6,000万円
＋事務費

約9,500万円
＋事務費

内閣府、経済産業省、デジタル庁などの外部資金の調達を視野

予算額

漁船漁業のスマート化
Project Team R4-8年度の5年計画案
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（１）ツールの概要（おさらい）

（２）ツールの開発状況について

（３）漁業者の評価について

（４）今後のツール開発の方向性について

本日の流れ

9



漁船漁業のスマート化
Project Team 漁業の利益構造

実績データを元に各予測式を構築し
利益予測値を算定

利益計算式の構造

利益

売上

経費

漁獲量

水揚単価

燃料費

人件費

修繕費

減価償却

水揚手数料

その他
船主経費

その他
大仲経費

大仲経費

船主経費
船員

ボーナス

品質

市況

標準漁獲量

漁獲圧

タイミング

水揚港

需給

経過日数

処理

操業時間

竿数

時期

漁場

漁船

船員人件費

外国人研修費

距離

船速

燃料単価

手数料割合

漁獲金額

通常修繕費

船検費

漁獲金額

経費内訳

近海かつおA丸の漁場と航路 (2020年)

24.00

26.00

28.00

30.00

32.00

34.00

36.00

38.00

40.00

42.00

130.00 132.00 134.00 136.00 138.00 140.00 142.00 144.00 146.00 148.00 150.00 152.00 154.00

年間航行距離：36,739 km

91.9

11 0.1

80.0

113.2

94.4

118.3

0

50

1 00

1 50
[%]

(月) (水)(火) (木) (金) （土）(日)

水揚単価と曜日の関係性（過去5年平均＠勝浦）

標準化数量

標
準

化
単

価

R3年度における中央・産地市場の価格と数量の関係 (カツオ)

y = 0.9538e-1.247x

R² = 0.9224

y = 0.7495e-0.737x

R² = 0.5401

0
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0.6
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0.8

0.9

1
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気仙沼

豊洲

年間トンボ漁獲割合：73.0%

0
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月別かつお規格別漁獲量(kg)
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漁
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量
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250,000

300,000
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カツオとトンボの月別漁獲重量組成

トンボ 合計 トンボ割合

漁
獲
量

(k
g)

大差で赤字期間 僅差で赤字期間高採算性期間2 31

1,432

349 755

0

500

1,000

1,5003,000

0

2,000

1,000

漁場までの距離[km]

1,361 1,361

99

396

2,524

10月

752

4月

576

1,290

1,361
142

307

107

費用[万円]

488

1,361

9月

415

2月

183

7月

416
321

1,3611,361

337

3月

271396
371

1,361

201

105
657

424 518

1,361

5月

1,361
188

381533

471

6月

231

226205

464 75

539

1,361 1,361

8月

274

119

517
440

11月

677

12月

2,682
2,281

2,548 2,464 2,471 2,261 2,471 2,415 2,512 2,437

漁場までの距離 餌料費その他変動費 燃料費 固定費

200

0
100

400
500

400
500

0
100
200

300 300

5月

130

141

8月

38
70

3月

損益分岐点漁獲量[t ]

76

52 92

438

2月

157

63

263

51 60

4月

128

116

130

6月

128

159

7月

110

9月
59

10月 11月
31

45

12月

264.7 229.6 270.9
269.7

200.9 174.8 220.8 180.7
367.2

549.1 622.1

-1,000

0

1,000

500

1,500

-1,500

-500
-1,000

0

1,000
812

平均単価

-1,198

2月 10月

-815

3月

-1,099

4月

923

営業損益

5月 7月

161 -224

6月

329

8月

-112

9月

-228

11月

-414

12月

市町村 掲載写真 寄付金額 数量 加工度 冷凍/ 生鮮 備考

県
内

高知市 11,000円
2節
(700g)
ポン酢、塩

柵 冷凍

室戸市 13,000円 ４節
ポン酢、塩 柵 冷凍

黒潮町 15,000円
4~7節
(1.2kg)
タレ、塩等

柵 冷凍 明神水産株式会社

土佐市 8,000円 1.6kg
タタキタレ 柵 冷凍 訳あり品

（規格外品）

県
外

和歌山県
串本町 8,000円 1.5kg

塩 柵 冷凍 訳あり品
（サイズふぞろい）

静岡県
焼津市 10,000円

1節
(350~45
0g) 、タレ

柵 冷凍

千葉県
勝浦市 10,000円 2.4kg 柵 冷凍 訳あり品

(サイズふぞろい)

単価[円/kg]

水揚金額

水揚量[t]

コスト

人件費[万円]

燃料費[万円]

修繕費[万円]

餌費[万円]

その他[万円]
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0

500

1000
1500

201820172016 2019 2020

-29.2%

0
50

100
150

20202019

120

2016

107

2017

101

2018

132 138

-2,000

0

-500

-1,500

1,000

-1,000

500

1,500

2,000

2,500

営業利益[万円]

2,148

20202016

1,393

2017

654

2018

1,381

2019

-1,782

0
1.000
2.000
3.000

2017

1.775 1.814

2016

2.115

2018

1.967

2019

1.732

2020

2.000
0

4.000
6.000

2016 2017

3.220 3.541 3.860

2018

4.035

2019

3.664

2020

0
500

1.000
1.500

678

20172016

733 773

2018

711

2019

1.146

2020

0
500

1.500
1.000

2017

1.141

2020

1.003

2016

1.264

2018

1.085

2019

1.124

0

3.000

1.000
2.000

2017

2.232 2.120 2.261

2016

2.174

2018 2019

2.502

2020

過去5年間における収益構造の変化収益ロジック業績推移
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餌料費

船員給与手当、配当金

1,850 (6.5%)

316 (1.1%)

役員報酬

通信費

1,830 (6.4%)

甲板経費

機関部経費

旅費交通費

1,178 (4.1%)

1,373 (4.8%)

食費

290 (1.0%)

市場手数料

486 (1.7%)

給与手当

420 (1.5%)
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他船よりも漁獲の効率が低い

第151明神丸

漁獲組成 船別漁獲効率

鮮度別単価下落 鮮度別単価下落 ふるさと納税単価

曜日別単価変動 市場別単価比較 豊洲-産地単価変動

航行座標 船速別燃費変動

船主/大仲経費 経費詳細の年次変動

利益の月次変動  (実績値)



漁船漁業のスマート化
Project Team 操業効率化支援ツール開発の進捗状況



（１）ツールの概要（おさらい）

（２）ツールの開発状況について

（３）漁業者の評価について

（４）今後のツール開発の方向性について

本日の流れ
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漁船漁業のスマート化
Project Team 漁業者の評価（近海カツオ一本釣り漁業）

A丸の場合 B丸の場合 C丸の場合

聞取対象：各経営体の船主・漁船担当者

・ 船主という立場としてはツールを使ってみた
い

・ 漁労長によっては数字で示されることを嫌
がる人もいるかもしれない

・ 航海中は釣れなかったからといって落ち込ん
でいられない

・ 「たかが1航海」「1年トータルでプラスになる
かどうか」が口癖

・ 漁労長は天候、相場、出漁隻数、曜日な
ど様々な条件を勘案して操業の判断をして
いる

・ 操業ごとの利益を振り返りができるのであ
ればツールを使ってみたい

・その時々の操業の判断が正しかったのか
を確認してみたい

・ デジタルツールに対する漁労長の苦手意
識はあまりない

・ ツールが使えないときの見切りも早い
・ 漁労長は利益試算よりかは漁獲を増や
せる情報の方が欲しがるのでは

・ 船主としては漁労長にも使ってもらいたい気
持ちはある

・ これまでも漁労長は頭の中では利益計算
をしているものの数字としては出していない

・ 漁労長にツールを使ってもらうとなると反発さ
れると思う

船主 漁労長経営感覚にギャップ
興味あり 一定のハードルあり



（１）ツールの概要（おさらい）

（２）ツールの開発状況について

（３）漁業者の評価について

（４）今後のツール開発の方向性について

本日の流れ
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漁船漁業のスマート化
Project Team 今後のツール開発の方向性について（近海カツオ一本釣り漁業）

16

船主 漁労長

簡易版ツールの活用による経営判断 ルーティーン作業を効率化

・ 漁獲成績報告書の作成をデジタル化
・ タブレットでの入力で事務作業を効率化
・ 操業情報を電子データで保存・蓄積 

利益情報を提示
・ コストに対する意識醸成

利益ベースの操業へシフト

経営改善・強化

・ 習慣化された操業スタイルからの脱却
・ 採算性の高い操業の実現

・ 操業単位での利益を振り返り
・ 新たな経営戦略の策定
・ 漁労長と調整

１
２

３
漁獲予測モデルなど

・ 漁獲予測に基づく出漁前の利益予測
・ 最適な操業条件の提案

利
益
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

漁
獲
予
測
モ
デ
ル

表計算ソフト or アプリ化

・ 資源来遊量
・ 漁場位置
・ 定置入網量
・ 逃避率　…

・ 水温
・ 塩分
・ 潮流/潮向
・ プランクトン量…

環境情報 資源情報



漁船漁業のスマート化
Project Team 今後のツール開発の方向性について②　今後の検討事項

17

■ 誰の、どの行動を変えるためのツールにしていくのか
　 →　対象：船主、漁労長
　 →　行動：経営判断、出漁判断

■ そのために必要なツールのスペック
　 →　表計算ソフト、アプリケーション
　 →　利益計算、船上事務のデジタル化
　 →　漁獲予測モデル

■ 費用対効果
　 →　開発コスト
　 →　運用コスト
　 →　受益者負担　
　 →　外部資金の検討　　　　　　　など



漁船漁業のスマート化
Project Team R4年度 今後のスケジュール

２ ３１ 4
10月頃8月～

修正・開発継続 情報共有
（PT・運営協議会）

・頂いた意見をもとにツールを
改良
・漁業者の意見も踏まえて完
成に向けて開発を継続
・事業戦略では簡易ツールを
運用
・定置網のツール開発

●完成した簡易ツールの共有
●R5年度以降の操業効率
化支援ツールの開発の方向
性を決定
　
　
　
　

・ツール開発のゴール
・総事業費や費用対効果　
・活用する外部資金

今回

7月 ３月頃

情報共有
（PT・運営協議会）


